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平成 21 年 5 月 15 日 

各  位 

                          会 社 名  ダ イ ソ ー 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長 佐 藤  存 

コード番号 4046（東証・大証各第 1部） 

                    問合せ先    常務取締役経営企画室長 上 出 修 

 （℡：06－6110－1560） 

 

子会社への事業譲渡に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社事業の一部を当社１００％子会社であるサンヨー

ファイン株式会社へ譲渡することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．事業譲渡の理由 

当社グループの医薬中間体事業の生産・販売・研究開発における各活動領域において、よ

り一層の相乗効果をはかり、さらに事業領域を拡大していくため、当社のファインケミカル

事業部をサンヨーファイン株式会社に譲渡し統合いたします。 

生産面では、当社のファインケミカル事業部は、松山工場に新設の大型プラントを有して

いるため、サンヨーファイン株式会社の加古川工場、福井工場の既存プラントと合わせて、

幅広い顧客ニーズに対応できる医薬中間体の生産体制となります。 

販売面においては、当社のファインケミカル事業部は、海外中心の営業基盤を有しており、

一方、サンヨーファイン株式会社は国内製薬会社を主な取引先としており、両社の販売窓口

を一本化することにより、販路の拡大を図ることができます。 

また、研究開発においても、当社のファインケミカル事業部の強みであるキラル化合物を

中心とする有機合成と、サンヨーファイン株式会社が得意とする生物化学化合物、アミノ酸

合成などとの技術の融合により、研究開発体制の充実を図ることが可能となります。 

統合後は、生産拠点の拡充により、効率的な生産を行い、国内外での拡販を積極的に展開す

るとともに、さらに新製品開発のスピードアップを図り、事業拡大に注力してまいります。 

 

２．事業譲渡の内容 

（１）譲渡する部門の内容 

当社ファインケミカル事業部門 
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（２）直近における譲渡部門の経営成績 

平成 21 年 3 月期 売 上 高  ３２６百万円（当社売上高 51,373 百万円 比率 0.6％） 

平成 20 年 3 月期 売 上 高  ９４５百万円（当社売上高 53,906 百万円 比率 1.8％） 

  

（３）譲渡資産の項目および金額 

  当社からサンヨーファイン株式会社への譲渡資産は、約 100 百万円程度を予定しております。 

 

（４）譲渡価額および決済方法 

  譲渡価額は平成 21 年 6 月 30 日現在の帳簿上の該当する資産を参考に決定いたします。 

 

３．事業の譲渡先（サンヨーファイン株式会社）の概要 

（１）商    号           サンヨーファイン株式会社 

（２）主な事業内容         医薬中間体、医薬原末等の製造、販売 

（３）設立年月日           昭和 57 年 2 月 

（４）本店所在地         大阪市中央区平野町 1丁目 8番 13 号 

（５）代 表 者         取締役社長 上出修 

（６）資 本 金         50 百万円 

（７）従 業 員 数         42 名 

（８）株 主           ダイソー株式会社 100％ 

 

４．日程 

平成 21 年 5 月 15 日  取締役会決議 

平成 21 年 6 月 29 日  事業譲渡契約締結 

平成 21 年 7 月 1 日   事業譲渡期日 

なお、当該譲渡は会社法第 467 条第 1 項第 2 号括弧書に定める株主総会の承認を経ない簡易

事業譲渡で行います。 

 

５．今後の見通し 

  当該事業譲渡による平成 22 年 3 月期への影響につきましては、当社企業グループ内での事業

譲渡であり、当期の業績に与える影響は軽微であると認識しております。なお、連結・単体と

も通期業績予想の修正は行いません。 

以  上 

 


